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有分子パターン（Microbe-Associated Molecular Patterns, MAMPs）として知られている。植物病原細
菌Pseudomonas syringae pv. tabaciの場合、べん毛を構成するタンパク質フラジェリンが植物に防御
応答を誘導するエリシターであること。また、フラジェリンはべん毛の内腔に位置するアミノ末端側
(D0a)とカルボキシ末端側(D0b)は異なる細菌間においても保存性が高い。一方、べん毛表層に位置する
D3ドメインは可変領域で糖鎖修飾されている。本研究では、まずこれらのドメインを組み合わせたポリ
ペプチドを大腸菌のタンパク質発現システムを用いて生産させ、エリシター活性を解析し、エリシター
活性はD0aドメインに存在することを明らかにしている。更に、D0aドメイン中のペプチド配列flg22が
MAMPであり、その43番目のアスパラギン酸(D43)がエリシター活性に重要であるとの最近の報告から、D
をバリン(V)アラニン(A)に置換した変異株(D43V, D43A)を作出し、細菌の性状を調べるとともに、変異
株由来のフラジェリンを用いてエリシター活性を解析している。その結果、D43V, D43Aに置換した変異
株由来のフラジェリンのエリシター活性は低下し、防御応答を有意に誘導しないこと、D43V, D43Aでは
ベん毛機能が欠損して、運動能ならびに病原性も低下したことを見いだしている。従来、MAMPとなる配
列はMAMPの存在する分子の活性から独立していると考えられていたが、本論文では、MAMPとなる配列は
その分子の活性に重要な配列であることを明らかにした点、すなわち、植物は病原細菌の病原性に必要
な分子パターンを認識することを明らかにして点において、新規性が高いと言える。これらの成果は、
植物病原菌のMAMPの位置づけを明らかにしたとともに、植物の免疫システムを解明する礎を築くものと
して高く評価できるものである。よって、本論文は博士（農学）に値する論文であると判断した。 
